






研究目的 

前年までの検討から，分娩時の胎児心拍数監視をほぼ全例に実施することにより,アプガー

スコアでみた新生児予後は,非監視例にくらべ有意に改善されることを認めた。しかし，高

度抑制例の頻度には差が認められなかったので,ハイリスク妊娠に対してノンストレステ

スト（NST)を導入し，さらに周産期の児の予後を改善する管理法の追求を目的とした。今

年度は,その第一段階として,過去の NST を検討し,そのパターンの意義を研究することを

目的とした。 


